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1 は じめ に

『商家必用』は加藤斌の訳した簿記書である｡明治6年10月および同10年4

月に出版された｡わが国で西洋式簿記書が最初に出版されたのは明治6年であ

る｡『商家必用』は同年に出版された2番目の簿記書になる｡ 1番目は福沢諭

吉の 『帳合之法』であり,3番目はアラン･シャンドの 『銀行簿記精法』にな

る｡

『商家必用』は他の2冊と比較してあまり知られていない｡その原因は2つ

あると思われる()ひとつは書名にある｡書名からほおそらく簿記書と見なされ

ないにちがいない｡いまひとつは訳者の知名度にある｡加藤斌は幕末維新に活

躍した人物というわけではない｡その影響があると思われる｡

本稿の目的は,加藤斌訳 『商家必用｣】を原書と比較しながら検討し,その意

義を明らかにすることにある｡

〔3〕
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2 加藤磯の経歴

加 藤斌の知名度が低い点は辞典を調べて見れば明らかになる｡ 吉川弘文館発

行の 『明治維新人名辞典』には名前が載っていない｡同頗発行の 『国史大辞典』

になると,橋本左内との関連で索引にただひとつ探られているo同文舘発行の

『会計学大辞典 (第五版)』においても名前は見出せない｡それだけ経歴を明

らかにすることは容易でない｡

西川孝治郎氏によれば,加藤斌ほ1844年4月17日に生まれ,1914年 9月4日

に亡くなっている1)｡明治6年 (1873年)に 『商家必用』を出版したときは30

歳であった｡加藤斌は福井藩士であったことから,藩主の松平慶永(春藤)(1828

-1890)および恩師の橋本左内(景鳥目1834-1859)との関係は緊密であった｡

『商家必用｣】には松平泰盛,水野行敏および小田切盛徳の3人の序文が掲載

されている｡ 春森の序文には明治r1年6月10Frの口付が記載されており,その

時点で訳はほぼ完了していたと思われる｡ 同序文では,西洋の記簿法が商家に

と-)て必用であるだけでなく,国家の利益にもなることが説かれている2)｡ 簿

記ではなく記簿という表現が用いられている点は注目すべきであろう｡ 簿記と

いう用語が当初から定着していたわけではないことを意味する｡

橋本左内は春森の創設した藩校明道魔の改革に尽力したひとりとされてい

る｡また,将軍継嗣問題ではともに積極的に行動した間柄であった｡春森は左

内の才能を高く評価し,ブレーンとLて活用したことになる013代将軍家定の

後継者については,-1橋派が評判の高い一橋慶喜を推したのに対し,紀伊派は

血統を重視して紀州藩主慶福を擁して対立した｡しかし,春旗等の一橋派が敗

れ,左内は26歳の若さでこの世を去らねばならなかった｡安政の大獄による犠

牲になったわけである｡

左内と加藤の師弟関係は短かったけれども密度の濃いものであった｡加藤の

1)西川孝治郎著 『文献解題 日本簿記学生成史』雄松堂,昭和57年,35頁O
2)同書,40頁｡
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名前 ｢斌 (なかば)｣ は左内の命名による｡｢文武相半ばすJ に由来するといわ

れている3)｡もっとも,｢あきらJ と称する者もいZ/1)｡左内は15歳のときに

自省のために書いた 『啓発録』 を浄写して末弟の綱常と溝口辰五郎 (加藤斌)

に与えて ｢啓発｣をうながしたといわれている5)｡明道館では ｢文武不岐｣が

強調されていた6)｡学問と武芸の双方を重視する左内の考えは加藤の名前に具

体化されたといってもよいかもしれない｡安政4年8月,藩主から呼び出され

た左内は,5人の学生を率いて江戸に向かった｡そのうちのひとりが加藤であ

り,当時14歳であった｡当時を回想して,加藤はつぎのように述べている｡

｢其頃私の習ったのは重に洋学,つまり蘭学で,始終先生の講義を聞いて居

た,本はヘンチ-アンチ-と云ふ窮理書であった7)J

窮理書とは物理書を意味する｡その後,蘭学から英学に移り,簿記書に関心

をもつに至ったことになる｡

3 『商家必用』 の原書

『商家必用』はWilliamlIlglisの簿記書 (1872年版)を訳したものであり,

1881年版の復刻版ではつぎのような書名になっている｡

Book-KeepingbySingleandDoubleEユItryWithanAppendixcontaining

ExplallationsofMercalltileTermsalldTrallSaCtioll.QuestiollSinBook-

Keeplng,etじ8)

√内容は,定義 (7頁),尊式簿記 (73頁),複式簿記 (loo葛)および付録 (23

質)から成っている｡単式簿記と複式簿記の割合はほぼ等しい｡簿記書とはい

3)同書,45頁｡
4)川端太平著 『松平春獄 (新装版〕』 吉川弘文館,平成2年,102頁O

5)佐藤昌介 ･柏手通有 ･山口宗之校注 『渡辺華山･高野長英 ･佐久間象山･横井小
楠 一橋本左内』は 本思想大系第55巻)岩波書店.昭和46年.524頁O
6)山口宗之著 『橋本左内 (新装版)』署Jl闇､文館,昭和60年,63頁O
7)加藤斌 ｢橋本左内先生｣ rH本及日本人』第496号,明治41年11月1日,17頁O

8)W.Tnglis,Book-KeepingbySingleandDoubleEntry-,W.&氏.Chambers,
1881.(復刻版,洋学堂書店.平成11年)O
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え解説部分よりも具体的な記帳例が大半をしめている｡

冒頭において,簿記はつぎのように規定されている｡

Book-KeeplngistheartofrecordingalldclassifyillgamerChant'sor

tradesmall'sdailytransactions.andofkeeplllganaccountOfhisProperty

a11dDebts,il一aSetOfBooks.9)

加藤の訳ではつぎのようになっている｡

｢此書ハ日々ノ諸算用ヲ認メ其区別ヲ分チ出入ノ勘定ヲ- -一組ノ帳面ニテ取

結フ方法ナリ10)｣

また,複式簿記の特徴について,原書はつぎのように説明する｡

13ook-KeeplngbyDotlble下二ntryissocヨ脂dbecat】sea‖theentriesirlthe

Day-Book.Invoice-Book.Cash-Book.andBill-Bookarepostedtwiceinto

theLedger.ll)

加藤訳ではつぎのようになっている｡

｢帳合ノ複認 卜名付ケタル由縁ハ都テ懸売帳懸買帳現金帳手形帳ノ書留ヲ

仕切帳ノ中へ二重二認入ルレハナリ12)｣

すなわち,4帳簿から元帳 (仕切帳-加藤訳)へ二度転記する点が複式簿記

の特徴とされている｡その際,単式簿記では使われない仕訳帳 (中仕切帳一加

藤訳)が利用される｡したがって,イングリス簿記書における複式簿記の帳簿

組織は,つぎのように図示される｡

Day--Booli (懸売帳)
TllVOicc-Book(懸買帳)

Casll-Book (硯金峰)

Bill-Book (手形帳)辛

Journa日中仕切帳)- Ledger(1仕切帳)

*()内は加藤訳を示す｡

9)Ibid"p.5.
10)W ･イングリス著,加藤斌訳 『商家必用』(復刻版)雄栓堂,昭和54年,初篇上,
3菓表｡

llJW.Inglis,Book-KeepingbySiIlgleandDoul)1eEIltry-,Op,lit.,p.85.
12)W ･イングリス著.加藤斌訳 『商家必用』.前掲書,ニ篇上,1素養O
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元帳の諸勘定はつぎの3勘定に分類される13)0

7

PersonalAccounts(人名勘定 ;人別勘定-加藤訳)

PropertyAccounts(財産勘定 ;物類勘定一加藤訳)

Pro翫 andI,ossAccounts(損益勘定)

これらの元帳勘定に関する決算手続きの概要はつぎのようになる｡

まず,元帳の各勘定の残高がそれぞれ計算される｡人名勘定に属する諸勘定

は貸借差額を計算すればよい｡ 財産勘定に属する諸勘定のうち商品勘定につい

ては,期末棚卸高を借方に記入し,差額の販売益が損益勘定に振 り替えられる｡

損益勘定に属する諸勘定については損益勘定に集計され,純損益が計算される｡

純損益は資本金勘定に振 り替えられる｡

次期への繰越は残高勘定を通じて行われる｡なお了イングリスの簿記書では,

独立した会計報告書としてのBalanceSheetが,残高勘定から･独立して別に作

られている｡14)｣

財産勘定のうち建物や機械などのいわゆる固定資産については,取得原価の

5または10パーセントの減価償却が考慮されている15)｡この処理は減価償却

に関する初期の 一例 として,リトルトンの 『会計発達史』では1861年版から紹

介されている16)0

4 加藤嬢による翻訳

『商家必用』は明治 6年10月と同10年 4月に分けて出版された06年10月に

は初篇上 ･下の2冊が刊行された｡それらはいずれも単式簿記の部分になる｡

13)W,Inglis,Book-KeepingbySingleandDotlbleElltry-,Op,Cit.,p.101.
14)久野秀男著 『英米 (加)古典簿記書の発展史的研究』第---法規出版,昭和54年,
289頁｡

15)W,Inglis.Book-KeepingbySingleand1)OubleEntry-,op,°it.,p.102.
16)A.C.uttleton,AccountingEvolutionto1900,Russell&Russell,1933,p.226.片
野-∴郎訳 『リトルトン会計発達史 (増補版)』同文館.昭和53年,332頁Oなお,

原書と訳書の両方ともInglisではなくhglishになっているO
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10年4月にはこ篇上 ･下および付録の3冊が刊行された｡付録を別にして,そ

れらは複式簿記の部分に相当する｡ 単式簿記を刊行してから複式簿記を出版す

るまでに3年半を要している｡全体を-･気に訳したのではなさそうである｡

西川孝治郎氏は,訳者の令嗣からの直話として,つぎのように述べている｡

｢訳者加藤は若年から橋本左内の薫陶を受け,淀く開国進取の精神に感化さ

れた｡また書物を通じて西洋の新事実を知り,産業貿易のことに理解をもつに

至ってのち,横浜に出て親しく外人に接し,貿易市場の空気に触れてさらに大

いに啓発せられ,彼の長所を探りわが国益を計ろうと志を固めた｡工部省勤務

の余暇を割いてイギリス簿記番を翻訳し,私費を投じて 『商家必用』を出版し

たのはこの信念に基づくものである｡17)【1

また同氏は,つぎのようなコメントを加えている｡

｢工部省には早くから鉄道 弓宝船 ･鉱山など外人技師とアツカウンタントが

いて簿記を実施していたので,その刺激も小さくはないと私は思った｡18)｣

加藤がイングリスの簿記書を翻訳した経緯がおおよそ推測できるかと思われ

る｡また,加藤は簿記書とまったく異なる分野にも関心を示していた｡それは

『独逸海上保険法』 であり,明治12年に翻訳出版されている｡間者田口悪氏に

ょれば,｢英人奄徳民力摘訳シタル海商事ノ保険部ヲ重子テ摘訳スルモノ19)｣

であり,それは英語からの重訳であった｡

加藤は単式簿記を ｢単認 (ひとえどめ)Jと訳し,複式簿記を ｢複認 (かさ

ねどめ)｣ と訳した()その他にも独特な訳語がいくつか使われているr〉それら

のうち主なものをまとめると表1のようになる｡いかに翻訳に苦心したかがわ

かると思われる｡ なお,片岡泰彦氏は福沢諭吉の訳語と加藤斌の訳語を比較対

照して詳しく示している20)0

17J西川孝治郎,前掲書,40頁0
18)同者,40頁｡

19)加藤斌訳 『独逸海上保険法』明治12年,例言,1頁｡
20)片岡泰彦著 『複式簿記発達史論』大東文化大学経営研究所.平成19年.376-377
頁｡
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表1 加藤親の訳と現在の訳

1881年版の原語 加藤の訳 現在の訳

Day-Book 懸売帳 掛売帳 (注)

Invoice-Book 懸買帳 掛買 帳 (注)

Jottrnal 中仕切帳 仕訳帳

Postlユ1g 認入 転記

Led酢汀 仕切帳 元帳

TrialBalance 仮差引衷 試算表

BalanceSheet 差引衷 (差引見認衷) 貸借対照表

(注)今日ではD<ly-Bookを日記帳,Invoice-Bookを送り状帳と訳されるで

あろうoLかし,原書では掛売帳と掛買帳の意味で俺わゴ1ている.

β

5 『商家必用』の意義

イングリスの原書では単式簿記と複式簿記がほぼ半分ずつ扱われていた｡単

式簿記に対する見方は今日より重視されていたようである｡複式簿記の方がす

ぐれた記帳システムであることは間違いないにしても,単式簿記にもそれなり

の有用性を認めていた｡どちらを選択するかは企業の状況によって異なること

になる｡

『商家必用』は明治6年に単式簿記の部分だけが刊行されたo単式簿記といっ

ても,重要性が低いというわけではない｡西洋式簿記に注目したこと自体がき

わめて重要であった｡参考にすべき文献がなにもない時代に苦心して翻訳した

ことは高く評価されてよいであろう｡明治6年に単式簿記部分を出版した意義

は,西洋式簿記の重要性を認識した点にあったといえよう｡

原書の記帳システムは必ず しも単純とはいえなかった｡はじめて簿記を学ぶ

者にとってはかなり高度な内容といえよう｡ 単式簿記から複式簿記へ と進む学

習体系が探 られているため,両者には多くの共通点が見出される｡とりわけ4

帳簿を出発点とする記帳システムは特色といえよう｡途中に仕訳帳が介在する
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か否かの違いがあるにしても,貸借対照表が作成されるまでの過程は共通して

いる｡ 共通させることにより複式簿記への移行がスムーズになるにしても,そ

れだけ単式簿記の方は複雑にならざるをえない｡西洋式簿記を学ぶうえで,磨

書および訳書の内容は必ずしも理解しやすいものとはいえない｡

福沢諭吉の 『帳合之法』と加藤斌の 『商家必用』の内容的な違いについて.

片岡春彦氏はつぎのように指摘している｡

｢『帳合之法』が,パチョーリに基礎を置く,純粋なイタリア式簿記法を解

説したのに対し,『商家必用』はドイツ,フランス及びイギリスを中心に考え

られた複雑な簿記法を解説したものである｡21)｣

西洋式簿記をわが国にはじめて導入する試みとしてほ,『商家必用』はやや

高度であったといえよう｡

原書と『商家必用』を読み比べてみると,原書の方がはるかにわかりやすい｡

西洋式簿記にわれわれが慣jtているせいであろう｡かなり忠実な翻訳であるに

もかかわらず,まったく異なる書物を読んでいる印象を与えるO 今日の一般的

な用語とはかなり違う訳語が多く使われているため,概念を把接しにくくなっ

ているせいもあろう｡ 『商家必用』が当時の人びとにどれだけ理解されたかと

なると,かなり懐疑的にならざるをえない｡

6 む す ぴ

『商家必用』は西洋式簿記をわが国に紹介した2番目の翻訳書であった()1

番目の 『帳合之法』から遅れることわずか3カ月である｡2番目とはいえ苦心

した程度は1番目と実質的に変わりないといってよいであろう｡

現在,複式簿記は企業で当然のごとく普及している｡しかし,明治6年とい

う時代にはまだ理解されていなかった｡当時の状況を想像することは容易でな

い｡しかも,『商家必用』の場合,資料がきわめて乏しい｡同年に出版された

21)同書,375頁O
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他の2著と比較してきわめて地味な存在であったOそれは一言l;の研究者にしか

関心がもたれていない｡そのような状況のなかで,百数十年前に出版された本

書を評価することは簡単でないといえよう｡


